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 １学期も残りわずかになりました。各学年では、まとめの  

プリントに取り組む様子が多く見られるようになりました。 

また、７月は、七夕の時期でもあったため、低学年は、 

短冊に願いを込め、飾っている風景も残っています。  

今年は、コロナ対策としてプール学習が中止になりましたが、

プール管理のために、６年生が、きれいに掃除してくれました。  

その際、勢いよく出した水を浴びながら、みんな楽しそうな表情で掃除に取り 

組んでくれました。来年は是非、プールで元気に泳ぐ子どもたちの姿が、戻って 

きてほしいと思います。  

 今週の火曜日に、先日、ご家庭から頂いた情報をもとにし、PTA の安全委員会を

中心に通学路危険箇所を点検しました。「横断歩道がない」「横断歩道が消えかかっ

ている」「緑のカラー舗装が必要」「点滅信号機でなく信号機が必要」など、写真に

撮っていきました。教育委員会の方に要望を上げていきます。ご協力ありがとう  

ございました。  

 

  ●出校日     ８月２５日（水）～３１日（火）の５日間（11:15 下校） 

●２学期始業式  ９月１日（水）  

 

 今年から通常の夏休みより５日間、市内一斉に夏休みが短くなりまた。クーラー

が設置されたことで学習環境が整いました。そこで英語科の増えた時間と土曜日 

授業がなくなり減った時間を５日間の出校日で補っていきます。  

 

 

 

 ◆計画を立てよう◆ 

 夏休みは、自分の時間がたっぷりあります。成長のために計画を立て、夏休み

を過ごしましょう。計画を立てるためには、この宿題をいつ始めて、いつまでに

終わらせるといった「大きな計画」を立てましょう。それと同時に、「何時から何

時まではこれをする」と言った「小さな計画」を立てましょう。 

 

１学期も残りわずかです 

楽しい夏休みをすごすために 

休みの行事予定 



◆自立心をつけよう◆ 

 「何でも最後は、親がやってくれる」と思っている子どもがいます。普段の生活の中で、自分のこ

とは自分で行う習慣をつけることが理想ですが、つい大人がやってしまうことが多々あると思いま

す。 

夏休みに、「自分の事は自分で行う」習慣を身につけさせることにチャレンジさせましょう。まずは、

（おもちゃや食器など）の片付け、洋服の整理整頓（洗濯のたたみ）など、身近なところから取り組

ませましょう。 

 ◆本を読む時間をつくろう◆ 

 本を読む子どもが少なくなっているそうです。１日の中で短い時間でも構いません。１日の中で 

「この時間に本を読む」と言う習慣が付けば、夏休みが終わってからも継続させられます。そうする

と本をたくさん読むことになり、感受性が豊かになります。 

◆お手伝いをしよう◆ 

 夏休みは、家族で過ごす時間が増えます。その中で、「お手伝い」を頑張らせましょう。「お手伝い」

には３つのメリットがあると言われています。１つ目は、お手伝いをすることは将来の働くことに 

繋がります。２つ目は、家事を覚えることは、将来の自立に繋がります。３つ目は、家族の一員とい

う自覚が深まります。責任を持たせ取り組ませましょう。 

◆交通事故・水難事故防止から身を守ろう◆ 

 交通事故の発生しやすい状況は、道路を横断中、自宅から 500 ㍍以内です。多い事故の原因は、 

子どもの飛び出しとなっています。特に「道路横断」と「飛び出し」については、十分に注意する 

ように気をつけさせてください。また、夏休みに入ると、毎年、水難事故が多く発生しています。 

十分に気をつけさせましょう。 

 ◆誘拐、わいせつ行為・痴漢から身を守るために◆ 

友だちの家や遊びに行くときには、必ず次のことを守らせましょう。 

○ 行き先を告げる。 

○ 何時に帰宅するか。 

○ だれと遊ぶか。 

校区外に、子どもたちだけで出かけることはすすめられません。必ず保護者のもと、お出かけ下さい。

そして、痴漢・誘拐の件も話して聞かせて下さい。危険が身近にあることを認識し、危険を予知し、 

危険を回避する方法を身につけておくことが大切です。 

・暗い、人通りが少ない等、危険と感じる場所に行かないようにしましょう。 

・自分一人で外出したり、遊びに行ったりするのはやめましょう。 

・わいせつ等、不審だと感じたら、すぐその場所を離れましょう。 

・危険だと感じたら、近くの人や家に助けを求めましょう。         

◆児童生徒の悩み相談窓口◆ 

 現代社会の変容の中で、児童生徒の抱える問題が多様化し、深刻化する傾向が見られます。こうした

様々な問題に対し、解決の一つの手立てとして、上記の機関が開設されました。電話や LINE で 

悩みが相談できます。子どもたちに上記の機関に関する資料を配付しています。ご家庭でも、目を 

通してください。 

子どもだけで家にいる時は、 

鍵をかけること！ 


